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論文内容の要旨
マラリアは、ハマダラ蚊が媒介するマラリア原虫 (Plasmodium falciparum, P. vivax, P. ovale, P. mala1'Íae) によ





数種のフラボノール配糖体( 1 '"-' 3) を抗マラリア活性物質として単離、構造決定した。これらフラボノール配糖体
は、宿主のモデル細胞であるヒト由来の咽頭上皮がん細胞にはほとんど細胞毒性が観測されず、高い選択毒性を示し
た。また、フラボノール配糖体の構造活性相関の検討の過程で、フラボノールモノ配糖体 (4 、 5) とジ配糖体の聞
で抗マラリア活性の様相に差異があることを見出し、両者のマラリア原虫のライアサイクルに対する影響を解析した
ところ、フラボノールジ配糖体は原虫のライフサイクルを遅延させるのに対し、フラボノールモノ配糖体 (4 、 5)
は原虫のライフサイクルを完全に停止させることを明らかにした。さらに、この結果から抗マラリア薬のリードとし
て最も有望であると考えられたフラボノールモノ配糖体 4 について、マウスを用いた in vivo での活性を評価し、有
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一方、最近アフリカ薬用植物 Garcinia kola に抗マラリア活性のあることが報告されていたことから、その活性本
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著者は、薬用植物からの新規抗マラリア活性物質の探索を行った。まず、約 300 種類の薬用植物の抽出エキスを ln








著者はまた、抗マラリア活性があることが報告されたアフリカ産薬用植物 Garcinia kola の活性本体の解明に着手
し、活性成分として 4 種の biflavanone を単離同定した。これらの biflavanone 類もマラリア原虫に対して高い選択
毒性を示し、動物モデルでも経口投与で有意な延命効果が認められることを明らかにした。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文として十分価値のあるものと認められる。
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